















































講義 演習 講義 演習
1 授業説明 － － － －
2 和音とは・音名 40（±0） 0（±0） 40 0
3 調性 40（±0） 0（±0） 40 0
4 ハ長調主要三和音 30（－5） 10（＋5） 35 5
5 ハ長調主要三和音とコードネーム 25（－7） 15（＋7） 32 8
6 ハ長調主要三和音の演習 20（－5） 20（＋5） 25 15
7 ハ長調コードネームで伴奏付け 20（＋5） 20（－5） 15 25
8 ピアノ実技試験 － － － －
9 ハ長調主要三和音と伴奏付けの確認：確認試験（筆記①・実技①）35（実技試験を含む）35 （実技試験を含む）
10 いろいろな調の主要三和音とコードネーム1 30（－4） 10（＋4） 34 6
11 いろいろな調の主要三和音とコードネーム2 22（－3） 18（＋3） 25 15
12 ヘ長調とニ長調主要三和音の演習 20（±0） 20（±0） 20 20
13 移調と伴奏付け 20（－5） 20（±10） 25 10
14 様々な伴奏形 20（±0） 20（＋5） 20 15
15 移調と伴奏付けの確認：確認試験（筆記②・実技②） 35（実技試験を含む）35 （実技試験を含む）






正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％） 正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％）
（1） へ長調の調判定 97.5 2.5 0 100.0 0 0
（2） ニ長調の調判定 95.0 5.0 0 96.6 3.4 0
（3） ハ長調の調判定 95.0 5.0 0 98.9 1.1 0
（4） ト長調の調判定 97.5 2.5 0 97.8 2.2 0













正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％） 正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％）
（1） 主音の理解 93.8 5.0 1.3 88.8 11.2 0
（2） 和音の理解 87.5 11.3 1.3 94.4 3.4 2.2
（3） 主要三和音の理解 96.3 3.8 0 100.0 0 0
（4） 音名の理解 93.8 6.3 0 93.3 6.7 0
（5） 調号の理解 87.5 11.3 1.3 80.9 15.7 3.4
（6） 調号（♯系）の理解① 98.8 1.3 0 100.0 0 0
（7） 調号（♯系）の理解② 96.3 3.8 0 97.8 2.2 0
（8） 調号（♭系）の理解① 97.5 2.5 0 97.8 2.2 0
（9） 調号（♭系）の理解② 87.5 12.5 0 80.9 19.1 0
（10） 移調の理解 97.5 2.5 0 96.6 3.4 0





正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％） 正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％）
（1） ハ長調のコードネーム 98.8 1.3 0 100.0 0 0
（2） ニ長調のコードネーム 95.0 2.5 2.5 96.6 3.4 0
（3） へ長調のコードネーム 95.0 3.8 1.3 95.5 4.5 0
（4） ト長調のコードネーム 98.8 0 1.3 100.0 0 0





正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％） 正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％）
（1） 調判定 98.8 1.3 0 98.9 1.1 0
（2） 和音記号の理解 92.5 7.5 0 95.5 4.5 0
（3） 移調とコードネームの理解 88.8 8.8 2.5 88.8 11.2 0
















とったため35分で授業展開していた。第 7 週は、講義を 5 分延長し演習を 5 分短縮して授業展開した。こ
れは、確認試験（筆記①・実技①）に向けて第 2‒6 週の復習に時間を要したからである。





正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％） 正解率（％） 不正解率（％）無解答率（％）
（1） 調判定 97.5 2.5 0 100.0 0 0
（2） 和音記号の理解 95.0 5.0 0 95.5 4.5 0
（3） 移調とコードネームの理解 90.0 7.5 2.5 97.8 2.2 0












5点 和音の音変更がスムーズであり、構成音を正しく演奏することができる。 66.3（+18.0） 55.0（+13.4） 48.3 41.6
4点 和音の音変更はスムーズでないが、構成音を正しく演奏することができる。 8.8（－11.4） 20.0（－8.1） 20.2 28.1
3点 学生自身が音のミスに気づいており、やり直すことはあるが構成音を正しく演奏することができる。 6.3（－8.3） 8.8（－3.6） 14.6 12.4
2点 和音の構成音を間違えている部分がある。 11.3（+0.1） 13.8（+0.3） 11.2 13.5
1点 和音の構成音を間違えている部分があり、演奏することができない。 5.0（－0.6） 0（－2.3） 5.6 2.3
0点 演奏できない。 2.5（+2.5） 2.5（+0.2） 0 2.3


































































































　問 1 の評価 5 点は66.3％、評価 4 点は8.8％、評価 3 点は6.3％、評価 2 点は11.3％、評価 1 点は5.0％、
評価 0 点は2.5％であった。評価 5 点及び評価 4 点を合わせると75.1％になる。これは、長調の主要三和音、
主要三和音の和音記号が理解できており、簡易伴奏を行う演奏技術を習得できたと考えられる。評価 3 点
は、長調の主要三和音、主要三和音の和音記号は理解できているが、簡易伴奏を行う演奏技術を習得する
ことには至らなかったと考えられる。評価 2 点、評価 1 点及び評価 0 点を合わせると18.8％になる。これ
は、長調の主要三和音、主要三和音の和音記号が理解できておらず、簡易伴奏を行う演奏技術を習得する
ことには至らなかったと考えられる。
　問 2 の評価 5 点は55.0％、評価 4 点は20.0％、評価 3 点は8.8％、評価 2 点は13.8％、評価 1 点は 0％、
評価 0 点は2.5％であった。評価 5 点及び評価 4 点を合わせると75.0％になる。これは、指定された調に移
調する音楽理論が理解できており、コード伴奏を行う演奏技術を習得できたと考えられる。評価 3 点は、
指定された調に移調する音楽理論は理解できているが、コード伴奏を行う演奏技術を習得することには















　確認試験（実技②）の結果を前年度の結果と照合し比較する。問 1 の評価 5 点及び評価 4 点は6.6％の増、
評価 3 点は8.3％の減、評価 2 点、評価 1 点及び評価 0 点の学生は2.0％増であった。評価 5 点、評価 4 点の
学生が6.6％増加していることから、長調の主要三和音、主要三和音の和音記号が理解できており、簡易伴
奏を行う演奏技術を習得できた学生が増加していると考える。また一方で、評価 2 点、評価 1 点及び評価
0 点も増加していることから、音楽理論が十分理解できておらず、簡易伴奏を行う演奏技術を習得できな
かった学生も増加していると考える。問 2 の評価 5 点及び評価 4 点の学生は5.3％の増、評価 3 点は3.6％の







る講義は、4 時間47分、演習は 2 時間33分となった。前年度と比較すると、講義は24分の短縮、演習は
34分の延長となった。




　確認試験（実技②）は、問 1、問 2 ともに簡易伴奏を行う演奏技術を習得できた学生の増加が見られた。
評価 5 点及び評価 4 点の学生が増加し、その割合は75.0％に達している。また、評価 5 点の学生が著しく












における集団授業の実践をとおして―」，東海学園大学教育研究紀要第 3 巻，pp.93‒101, 2019.
2） 授業内で、「和音とは、高さの異なる三つ以上の音が同時に響いた音である。」と指導している。
3） 授業内で、「主要三和音は、各音階の 1 番目の音、4 番目の音、5 番目の音を根音として作られた和音
を基本形とし、それぞれ、一度の和音（Ⅰ）・四度の和音（Ⅳ）・五度の和音（Ⅴ）と言う。」と、指導
している。
4） 音楽の様々な事項を説明するために使われる専門用語である。強弱記号、速度記号、発想記号を含む。
5） 授業内で、「アルファベットの大文字で表記される音名と、アルファベットの小文字と数字で表記され
る和音の種類を記号として扱うものである。」と、指導している。
6） 授業内で、「音階の各音を根音として三和音を構成し、主音を根音とした三和音から順にⅠ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶとローマ数字の大文字で和音を表す記号である。」と、指導している。
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